
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
が

一
の
と
き
の
生
活
を
保
障
す
る

制
度
で
す
。
自
主
的
に
収
め
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

み
ん
な
の
義
務
。
納
め
忘
れ
が

増
え
る
と
、
将
来
、
無
年
金
や

低
額
の
年
金
の
方
が
多
く
な
り
、

国
民
年
金
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
重
大
問
題
に
な
り
ま
す
。

十
分
な
所
得
や
資
産
が
あ
り

な
が
ら
、
度
重
な
る
納
付
督
励

に
よ
っ
て
も
理
解
を
得
ら
れ
な

い
方
は
、
強
制
徴
収
（
差
押
え
）

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
推
進
員
が
訪
問

国
民
年
金
制
度
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
期
間
等
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。将
来
、

よ
り
良
い
年
金
を
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
ご
自
宅
を
訪
問
し

て
お
り
ま
す
。

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
し

て
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
、

休
日
や
夜
間
も
訪
問
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
―

05
―

１
１
６
５

（
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
）

℡
０
５
７
０
―

07
―

１
１
６
５

（
年
金
受
給
者
の
年
金
相
談
）

広
島
南
社
会
保
険
事
務
所

℡
253
―

７
７
１
０

住
民
課
　
保
険
年
金
係

℡
820
―

５
６
０
４

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
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熊
野
町
で
は
、
税
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
従
来

か
ら
滞
納
者
に
対
し
不
動
産
・

給
与
・
預
金
・
売
掛
金
な
ど
、

財
産
の
差
押
え
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
自
動
車
の
「
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

対
　
象

再
三
の
納
税
催
告
に
応
じ
な

い
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

等
の
滞
納
者
。

取
組
み
の
概
要

滞
納
者
の
所
有
す
る
自
動
車

を
差
押
え
、
そ
の
場
で
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
装
置
を
装
着
し
、
運
行

不
能
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
主
的
な
納
付
を
促
し
ま
す
。

※
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
し
た
自
動
車

を
移
動
・
隠
ぺ
い
・
損
壊
し

た
場
合
、
ま
た
は
、
封
印
等

を
破
棄
し
た
場
合
は
、
地
方

税
法
、
刑
法
等
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　

税
務
課
　
収
納
推
進
室

℡
820
―

５
６
０
３
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自
動
車
を
差
押
え

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
い
ま
す▲タイヤロックしたところ

「
筆
の
都
の
仕
事
人

元
気
事
業
」

平成19年成人を祝う会を開催
１月７日（日）「成人を祝う会（成人式）」

が開催され、式典の会場となった町民会館

に晴れ着姿の新成人205人が参加しました。

式典では、ご来賓や小中学校の恩師など

が見守る中、新成人の代表者から、「これ

まで育ててくれた家族や地域の方々への感

謝と、権利を与えられたこれからの抱負」

として誓いの言葉が述べられ、地域社会の

一員として歩み始めました。

式典の後は、ミニコンサートや懇親会が

行われ、大いに盛り上がりました。

（生涯学習課）

「軸づくり」コース受講生が卒業

12月21日（木）、「軸づくり」コー

スの受講生が、約３カ月の研修を

終えて、全員卒業しました。修了

式では、平本町長から受講生へ

「修了証書」の授与とともに、自分

達で作った軸を使って完成した筆

（受講生の銘入り）が手渡されまし

た。

４人の受講生の皆さんの、今後

のご活躍を心から期待しています。

問合せ先
熊野町雇用促進協議会　℡298－1600

（企画課）

▲集合写真前の新成人のみなさん

▲講師の小澤さん（中央）と受講生の方々

　　お尋ねします・・・ 
　自宅に手すりを付けました。申請で

お金が返ってくると聞いたのですが？

　　お答えします・・・ 
　介護保険では、ご自宅に手すりの設置

や、段差を解消した場合等に費用（上限

20万円）の９割が支給（１割が自己負担）

される住宅改修費の支給制度があります。 

　平成18年４月から住宅改修前に申請を

することが義務付けられ、改修後の申請

は認められなくなりました。 

　また、申請の際には、理由書や改修前

後の写真等必要な添付書類がありますの

で、事前にケアマネジャー等に相談して

ください。 

　詳しくは福祉課高齢者福祉係までお問

い合わせください。 

 

問合せ先　福祉課　高齢者福祉係 
℡820－5605

　介護保険に関するよくある質問に対

してお答えします。 

介護保険のしくみ 

子どもを持つ保護者の方を支える場です。 

育児相談や親子の遊びなどを通して、楽しく育児ができるように

応援しています。孫育て中のおじいちゃん、おばあちゃんも気軽

にお越しください。 

・毎週木曜日は予約による個別相談の日です。子育て支援
センター内での遊びはありません。 
・行事はいずれも11：30に終了予定です。 
・３ヵ月以下のお子さまは、午前中の行事への参加はご遠
慮ください。（個別相談には応じます。） 
・毎月の予定表は、子育て支援センターに置いてあります。
お気軽にお問い合わせください。 

●おひさまルーム　上記以外の日程　９：３０～１１：３０ 
　親子がゆったり遊べる場です。子どもと一緒におもちゃ
で遊びながら、子育てのことなど、一緒にお話しましょう。
ふれあい遊びや絵本の読み聞かせなど、楽しい遊びも紹介
します。３ヵ月の赤ちゃんから参加できます。 

●子育て支援センターの主な予定 

子育て支援センター・ファミリーサポートセンター 
　　：熊野町貴船99　西部地域健康センター内 
　　　　　　　　　　℡820－5502　FAX820－5504 
開設日時（※年末年始、祝日を除く） 
月～金曜日 9：30～17：00 
〈子育て相談（要予約）月～金曜日　13：00～17：00〉 

●パステルルーム 
　『パステルルーム』は地域での活動拠点としてご利用
いただけます。育児相談や家庭で楽しめる遊びの紹介な
どをしています。 

15日（木） 
第３木曜 

開始時間 

９：30

場　　所 

中央ふれあい館 

実施日 

28日（水） 

16日（金） 

20日（火） 
23日（金） 

開始時間 

９：30

９：30

10：30
10：30

行事（講師・敬称略） 

ふわふわベビー【２歳までの子
どもとその保護者対象】 

わくわくキッズ【２歳以上の子
どもとその保護者対象】 
子育て懇談会（金澤綾子） 
親子の関り懇談会（福田宏子） 

実施日 




